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１ 調査の概要 

2022 年８月から９月にかけて、74 旧市町村 140 地点のイネ科雑草発生水田内ですくい取り調

査（20 回振り）を実施し、クモヘリカメムシの発生地域を調査した。 

２ 調査結果とその要因 

クモヘリカメムシ成虫もしくは幼虫が浜通り及び中通り南部の 14旧市町村 16 地点で捕獲さ

れ、発生地点割合は 10.7％であった（図）。 

前冬が暖冬であった 2020 年の調査では発生地域の拡大がみられ、旧 40市町村で発生が確認

されたが、その後 2021 年、2022 年は冬期の気温が平年並に低かったため、今回の調査では従来

同様の発生地域となり、拡大地域での定着は認められなかった。 

今後も発生地域の拡大と定着の可能性について、全県単位で継続して調査する必要がある。 
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